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バス減便、路線廃止への対応方策について
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（ア）東部地区

■位置図

（３）令和４年１０月の路線廃止について

■廃止路線図

廃止路線（区間）
区間
キロ

利用状況

1便(人/便) 1日(人/日)

・東部地区 (新田頭線、
中尾線、現川線、彩が丘
線）

２５.０

新田頭２.７
中尾２.７
現川３.５

彩が丘９.８

新田頭２９.５
中尾３０.０
現川７０.６

彩が丘１２７.６

イ 廃止路線の位置図・路線図
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３ 市民の移動手段確保の考え方
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相乗りタクシー（群馬県渋川市）

・渋川市社会福祉協議会により、買い物が困難な状況にある高齢者が、タクシーに相乗りして買い物に行く
ささえあい買い物事業「あいのり」を実施

・社会福祉協議会がタクシー事業者と契約、相乗りするメンバーの調整等を行うことで、タクシー事業者に
よる地域住民の相乗りを実現

・料金は、通常のタクシー料金となるが、利用者１人ひとりが距離に応じた支払いをするとともに、足りな
い差額を社協が事業費として負担することで、住民が個々にタクシーを利用した場合と比較して負担額を
低く抑えることができている。

運行主体：渋川市社会福祉協議会
対 象 者：７５歳以上で、買い物に困っている市民
送 迎 先：自宅から店舗
回 数：地区ごとに月２回
運 賃：店舗までの片道距離が２ｋｍ未満の場合

４００円
以降、１ｋｍごとに＋１００円

（イ）相乗りタクシー

（５）地域の移動手段確保の取組み事例
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